
　
「
論
点
整
理
」
で
は
、
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
や
情
意
・
態
度
に
つ
い
て
、「
各
教

科
等
の
文
脈
の
中
で
指
導
さ
れ
る
内
容
事

項
と
関
連
付
け
ら
れ
な
が
ら
育
ま
れ
て
い

く
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
各

教
科
等
で
育
ま
れ
た
力
を
、
実
社
会
の
様
々

な
場
面
で
活
用
で
き
る
汎
用
的
な
能
力
に

更
に
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
総
体
的
観

点
か
ら
の
教
育
課
程
の
構
造
上
の
工
夫
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
各

教
科
等
間
の
内
容
事
項
に
つ
い
て
の
相
互

の
関
連
付
け
や
、
教
科
横
断
的
な
学
び
を

行
う
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、
そ
し
て
、

社
会
参
画
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
な
ど
を

行
う
「
特
別
活
動
」、
高
等
学
校
の
専
門
学

科
に
お
け
る
「
課
題
研
究
」
の
設
定
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

教
科
学
習
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」、
特
別
活
動
、
更
に
は
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
な
ど
、

そ
れ
ら
の
各
教
育
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
Ｓ
Ｉ
（
ス
ク
ー
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
）
と
密
接
に
結
び
付
き
、
そ
の
内

容
や
評
価
方
法
が
確
立
さ
れ
る
。
だ
が
、

そ
う
し
た
様
々
な
活
動
の
評
価
や
改
善
の

検
討
は
個
別
に
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
教

育
課
程
全
体
で
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

を
生
徒
に
育
成
し
て
い
く
の
か
と
い
う
観

点
か
ら
、
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
育

成
す
る
資
質
・
能
力
を
明
確
化
し
、
教
育

課
程
の
全
体
構
造
と
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
、
整
理
し
て
い
く

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
発

想
が
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　　

特
別
活
動
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

な
ど
、
評
価
の
仕
組
み
づ
く
り
に
お
い
て

現
場
が
課
題
と
感
じ
て
い
る
教
科
学
習
以

外
の
活
動
に
つ
い
て
も
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
通
じ
て
、
生
徒
に
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
を
改

め
て
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
教
科
や
学
年

の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
、
そ
し
て
適
切

な
評
価
へ
と
進
化
し
て
い
く
可
能
性
が
高

ま
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
校
で
導
入

が
進
む
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

＊現行の学習指導要領が目指す学力の育成に向けて国立教育政策研究所が提唱する学力モデル。

教
育
改
革
と
向
き
合
う
時
、

欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
概
念

課

題

整

理

教
育
活
動
全
体
を
考
え
る
上
で
求
め
ら
れ
る

「
カ
リ
キ
ュラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
確
立

２
０
１
５
年
８
月
、
中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
よ
り
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
検
討
に
向
け
た

「
論
点
整
理
」
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
子
供
た
ち
の
姿
や
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
て
、
各
学
校
が
設
定
す
る
教
育
目
標
を

実
現
す
る
た
め
に
、
学
習
指
導
要
領
等
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
な
教
育
課
程
を
編
成
し
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
実
施
・
評
価
し

改
善
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
確
立
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。

教
科
や
学
年
を
超
え
て

学
校
ぐ
る
み
で
考
え
る

•特別活動の何をどのように評価していくのかが、正直なところあま
りイメージが出来ない。

•特別活動を評価し、それを指導にフィードバックする経験自体が、
高校にはほとんどない。

•各種活動に応じた評価観点シートなどがあればよいのだが、作成に
至っていない。

•各行事が輪切り状態のＰＤＣＡになっており、生徒視点でのトータル
な資質や能力を育成・チェックすることがあまり意識されていない。

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果より。アンケートは
2015年 10月にウェブとファクスで実施。

現場が感じる「多面的・総合的評価の課題」
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集　
　

有
機
的
に
結
び
付
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動

に
つ
い
て
も
、
学
校
や
地
域
の
特
性
と
深

く
か
か
わ
る
以
上
、
学
年
や
教
科
の
枠
を

超
え
た
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
観
点
か
ら
の
検
討
も
重
要
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
、
生
徒
や
地
域
の
状
況
を
適

切
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
学
校
ぐ
る
み

で
の
調
査
・
分
析
も
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
う
し
た
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
は
、
教
育
課
程
、
学
習
・
指
導

方
法
、
評
価
方
法
の
３
つ
を
校
内
で
継
続

的
に
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
概
念
で
あ
り
、
全
て
の
高
校
で
求
め

ら
れ
る
も
の
だ
（
図
）。
ま
た
、
教
育
活
動

全
体
の
見
直
し
・
改
善
に
向
け
た
検
討
は
、

管
理
職
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
教
師
、
更

に
は
保
護
者
や
地
域
社
会
な
ど
も
巻
き
込

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
有
機
的
に
結
び

付
け
な
が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
同

時
に
、
自
分
の
教
科
や
分
掌
な
ど
に
と
ら

わ
れ
ず
、「
学
校
本
位
」
と
い
う
視
点
で
教

育
活
動
全
体
を
見
る
よ
う
な
学
校
文
化
を

校
内
に
根
付
か
せ
る
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
の
観
点
に
よ
る
教
育
課
程
の
見
直

し
と
改
善
は
、
大
学
入
試
改
革
と
も
密
接

に
関
連
し
て
い
る
。
大
学
入
試
に
お
い
て
、

「
学
力
の
３
要
素
」
を
適
切
に
評
価
す
る
た

め
に
、
特
に
個
別
試
験
に
お
け
る
多
面
的
・

総
合
的
評
価
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
が
各

大
学
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、「
大

学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」

の
結
果
を
始
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
部
活

動
な
ど
の
活
動
報
告
書
、
各
種
大
会
の
記

録
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
や
「
主
体
性
を
持
っ

て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
」

を
評
価
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
確
立
は
、
生
徒
の
未
来
を
保
証
す
る
た

め
に
も
必
要
不
可
欠
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
確
立
す
る
上
で
求
め
ら
れ
る
観
点

を
踏
ま
え
た
教
育
活
動
の
実
践
と
し
て
、
２
校
の
事
例
を
紹
介
。
更
に
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
実
践
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
「
学
校
ぐ
る
み
」
の
雰
囲
気
を
校
内
に
醸
成
し

な
が
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
改
善
に
臨
む
高
校
の
校
内
検
討
会
の
模
様
を
紹

介
す
る
。

学習評価の改善
•学習評価のあり方の見直し
•指導要録の改善等

多様な学習成果を測定する
ツールの充実
•高校の協力による高等学校
基礎学力テスト（仮称）の
導入
•校長会等が実施する農業、
工業、商業等の検定試験
の活用促進
•各種民間検定試験の質的
向上と普及促進

学校評価の促進
•上記取り組みを通じて得ら
れた情報に基づく学校評
価の充実

教員の養成・採用・研修
の見直し
•学習・指導方法の改善
に対応するための教員
の指導力の向上

学習指導要領の改訂
•育成すべき資質・能力を
踏まえた教科・科目等の
見直し

•カリキュラム・マネジメン
トの普及・促進

多面的な評価の推進

〈生徒の多様な進路〉

大学､ 専門学校､ 就職

学習・指導方法の改善と
教員の指導力向上

教育課程の見直し

学校での活動

日々の授業

各種大会や
資格取得など
学校外での活動

義務教育（ 小学校、中学校）
幼稚園・保育所・認定こども園

家庭・地域

留学

定期考査

生徒会活動

ボランティア
活動

文化・運動部
活動

就業
体験

地域・社会での活動

高等学校段階における多様な学習活動

学習・指導
方法

教育内容

学習評価
学校評価

教員 生徒

＊高大接続システム改革会議「中間まとめ」（2015 年 9月公表）別添資料を基に編集部で作成

図 高等学校教育の質の確保・向上に向けた全体的な取り組みについて（案）

～ＩＣＴ活用を始めとする様々な教育活動を通じ、生徒の主体的・協働的な学習の確立を目指す～
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